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研究要旨 

 先天性腎性尿崩症に関するクリニカルクエスチョンを定めるとともに、レジストリを策定した。 

Ａ．研究目的 

先天性腎性尿崩症の適切な診断と治療、予後を明

らかにする目的で、システマティックレビューのた

めのクリニカルクエスチョン（CQ）を設定し、レジ

ストリ研究の基盤となる研究登録シートを作成す

る。 

 

Ｂ．研究方法 

最新の文献を参考にして、先天性腎性尿崩症の診

断、治療、予後に関する現在の知識を整理し、今後

明らかにすべき課題について、各分担研究者からCQ

を募った。続いて、当研究班全員による投票という

形で高得点CQ3題を決定した。また、難病プラット

フォームに基づく本疾患の縦断的研究（レジストリ

研究）のための登録シートを研究分担者間で議論し、

作成した。 

（倫理面への配慮） 

 特記すべきことなし 

 

Ｃ．研究結果 

システマティックレビューのためのCQ3題を設定

した。具体的には、 

(1)先天性腎性尿崩症の診断において、遺伝学的検

査は推奨されるか？ 

(2)先天性腎性尿崩症の治療において、サイアザイ

ド系利尿薬は推奨されるか？ 

(3)先天性腎性尿崩症において、早期の診断および

治療介入は予後の改善に関連するか？ 

の3題に決定した。 

またレジストリ研究のための登録シートを作成
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した。 

 

Ｄ．考察 

今回の作業により、先天性腎性尿崩症に関し、診

断の面では遺伝学的検査のエビデンス、治療の面で

は早期治療介入のエビデンス、予後の面では長期予

後に関するエビデンスが不足していることが明ら

かになった。 

 

Ｅ．結論   

先天性腎性尿崩症の適切な診断と治療、予後を明

らかにするためのシステマティックレビューとレ

ジストリ研究を遂行するための基盤が整った。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  該当なし 

 

Ｇ．研究発表 
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A). Hypertension. in press 

 

Tao K, Awazu M, Honda M, Shibata H, Mori T, 

Uchida S, Hasegawa T, Ishii T. An infant with 

congenital nephrogenic diabetes insipidus 

presenting with hypercalcemia and 

hyperphosphatemia. Endocrinol Diabetes Metab 

Case Rep. in press 

Makita N, Manaka K, Sato J, and Iiri T. V2 

vasopressin receptor mutations. VASOPRESSIN, 

vol 110. Horm. Vitam. 113:79-99, 2020 

 

安藤 史顕、内田 信一.（水電解質）先天性腎性尿

崩症の治療薬開発の現状. 日本腎臓学会誌.  

62(8):798-802, 2020. 

 

2. 学会発表  

Ando F, Uchida S. Development of Novel 

Therapeutic Strategies for Congenital NDI and 

Other PKA-Related Diseases. 第 43回日本分子生

物学会年会.2020 年 12 月 Web 

 

槙田 紀子 JES We Can 企画 「臨床と研究を結ぶ

内分泌疾患」第 21 回日本内分泌学会近畿支部学術

集会 2020 年 11 月 Web 

 

七松 東, 森 崇寧, 安藤 史顕, 萬 代新太郎, 

磯部 清志, 須佐 紘一郎, 蘇原 映誠, 頼 建

光, 内田 信一. PKA は hepsin の活性に影響し

uromodulin の細胞外分泌を促進する. 第 63 回日

本腎臓学会学術総会 2020 年 8月 横浜, web 

 

槙田 紀子, 間中 勝則, 佐藤 潤一郎, 中井 一貴, 

竹内 牧, 三谷 康二, 南学 正臣, 飯利 太朗 先

天性腎性尿崩症の原因となる変異 V2受容体をター

ゲットとした特異的治療法の開発 第 93回日本内

分泌学会学術総会 2020 年 7 月 浜松 Web 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

   該当なし 

 2. 実用新案登録 

  該当なし 

 3.その他 

   該当なし 
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研究成果の刊行に関する一覧表 
                                                                                                 
      書籍                                                                                       
 

 著者氏名  論文タイト
ル名 

書籍全体の 
 編集者名 

 書 籍 名 出版社名  出版地 出版年  ページ 

高橋 裕 無月経・乳汁
漏出症候群 

福井 次矢 

高木 誠 

小室 一成 

今日の治療指
針（2020年度
版） 

医学書院 東京 2020 801 

高橋 裕 下垂体機能低
下症 

永井 良三 

大曲 貴夫 

神田 喜伸 

倉林 正彦 

中島 淳 

藤尾 圭志 

水澤 英洋 

今日の疾患辞
典  

プレシジ
ョン 

東京 2020 In press 

高橋 裕 ACTH単独欠損
症 

永井 良三 

大曲 貴夫 

神田 喜伸 

倉林 正彦 

中島 淳 

藤尾 圭志 

水澤 英洋 

今日の疾患辞
典  

プレシジ
ョン 

東京 2020 In press 

高橋 裕 成長ホルモン
分泌不全性低
身長症 

永井 良三 

大曲 貴夫 

神田 喜伸 

倉林 正彦 

中島 淳 

藤尾 圭志 

水澤 英洋 

今日の疾患辞
典 

プレシジ
ョン 

東京 2020 In press 

高橋 裕 シーハン症候
群 

永井 良三 

大曲 貴夫 

神田 喜伸 

倉林 正彦 

中島 淳 

藤尾 圭志 

水澤 英洋 

今日の疾患辞
典 

プレシジ
ョン 

東京 2020 In press 

高橋 裕 下垂体前葉機
能低下症 

矢﨑 義雄 内科学 朝倉書店 東京 2020 In press 

高橋 裕 下垂体前葉ホ
ルモン単独欠
損症 

矢﨑 義雄 内科学 朝倉書店 東京 2020 In press 

高橋 裕 先端巨大症 矢﨑 義雄 内科学 朝倉書店 東京 2020 In press 

高橋 裕 下垂体疾患の
診療 

内科から 

平田結喜緒 

山田正三 

成瀬光栄 

下垂体診療マ
ニュアル 改
訂第3版 

診断と治
療社 

東京 2021  
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高橋 裕 成長ホルモン 平田結喜緒 

山田正三 

成瀬光栄 

下垂体診療マ
ニュアル 改
訂第3版 

診断と治
療社 

東京 2021  

高橋 裕 下垂体機能検
査の留意点と
限界 

平田結喜緒 

山田正三 

成瀬光栄 

下垂体診療マ
ニュアル 改
訂第3版 

診断と治
療社 

東京 2021  

高橋 裕 抗PIT-1下垂
体炎 

平田結喜緒 

山田正三 

成瀬光栄 

下垂体診療マ
ニュアル 改
訂第3版 

診断と治
療社 

東京 2021  

高橋 裕 免疫チェック
ポイント 

阻害薬関連下
垂体炎 

平田結喜緒 

山田正三 

成瀬光栄 

下垂体診療マ
ニュアル 改
訂第3版 

診断と治
療社 

東京 2021  

高橋 裕 ドパミン作動
薬の新たな副
作用 

平田結喜緒 

山田正三 

成瀬光栄 

下垂体診療マ
ニュアル 改
訂第3版 

診断と治
療社 

東京 2021  

高橋 裕 傍腫瘍症候群
としての自己
免疫性下垂体
疾患 

平田結喜緒 

山田正三 

成瀬光栄 

下垂体診療マ
ニュアル 改
訂第3版 

診断と治
療社 

東京 2021  

高橋 裕 先端巨大症 福井 次矢 

高木 誠 

小室 一成 

今日の治療指
針 

医学書院 東京 2021  

榑松 由佳子 

高橋 裕 

下垂体前葉機
能低下症 

 内分泌疾患・
糖尿病・代謝
疾患―治療の
エッセンス 

日本医師
会雑誌 

東京 2021  

高橋 裕 先端巨大症/
成長ホルモン
分泌不全症と
糖尿病 

 糖尿病診療の
ピットフォー
ル〜二次性糖
尿病の診断と
治療〜 

医学出版 東京 2021  

高橋 裕 成人成長ホル
モン分泌不全
症 

門脇孝 

下村伊一郎 

 

最新ガイドラ
インに基づく
代謝・内分泌
疾患 診療指
針2021-2022 

総合医学
社 

東京 2021  

高橋 裕 先端巨大症 平田結喜緒 

山田正三 

成瀬光栄 

下垂体診療マ
ニュアル 改
訂第3版 

診断と治
療社 

東京 2021 

 

 

高橋 裕 成長ホルモン 平田結喜緒 

山田正三 

成瀬光栄 

下垂体診療マ
ニュアル 改
訂第3版 

診断と治
療社 

東京 2021  

高橋 裕 成人成長ホル
モン分泌不全
症 

平田結喜緒 

山田正三 

成瀬光栄 

下垂体診療マ
ニュアル 改
訂第3版 

診断と治
療社 

東京 2021  
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高橋 裕 A.成熟と老化 

代謝・内分泌

から見た老化 

 エイジング C
linical Neur
oscience 39
(1) 

中外医学
社 

東京 2021 p34-37 

福岡 秀規 

高橋 裕 

間脳・下垂体
腫瘍 間脳・下
垂体腫瘍の病
理生理と臨床
像 

視床下部腫瘍 

 内分泌腺腫瘍
（第2版）基
礎・臨床研究
のアップデー
ト 

日本臨牀
社 

東京 2020 p146-149 

西岡 宏 下垂体腺腫 福井 次矢 

高木 誠 

小室 一成 

今日の治療指
針. 私はこう
治療している 

医学書院 東京 2019 p930-1 

西岡 宏 間脳下垂体腫
瘍 

松谷 雅生 

田村 晃 

藤巻 高光 

森田 明夫 

脳神経外科 
周術期管理の
すべて 

メジカル
ビュー社 

東京 2019 p192-211 

西岡 宏 下垂体腫瘍の
WHO 2017新分
類 

新井 一斎 

藤 延人 

若林 俊彦 

脳神経外科学
レビュー 

総合医学
社 

東京 2019 p39-43 

西岡 宏 下垂体MRI：嚢
胞性病変 

平田 結喜

緒 

成瀬 光栄 

桑鶴 良平 

田辺 晶代 

山田 正三 

内分泌画像検
査･診断マニ
ュアル（第2
版） 

診断と治
療社 

東京 2020 p66-68 

西岡 宏 

福原 宏和 

経蝶形骨洞手
術 

 内分泌腺腫瘍
（第2版）基
礎・臨床研究
のアップデー
ト 

日本臨牀
社 

東京 2020 p192-7 

田原 重志 D.疾患-傍鞍
部腫瘍 下垂
体腺腫 

 神経内視鏡で
どこまで見え
る？ CLINICA
L NEUROSCIEN
CE; 2020年4
月: 38(4) 

中外医学
社 

東京 2020 p459-462 

田原 重志 私の治療 下
垂体腫瘍 

 週刊日本医事
新報 

日本医事
新報社 

東京 2020 5012 39-
40 
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田原 重志 III間脳・下垂
体腫瘍 

7.視床下部・
下垂体腫瘍の
臨床研究の現
状と展望 

 日本臨床（増
刊号）内分泌
腺腫瘍（第2
版） 

日本臨床
社 

東京 2020 237-243 

服部 裕次郎 

田原 重志 

K 傍鞍部腫瘍 

1 下垂体MRI 

平田 結喜

緒 
内分泌画像検
査・診断マニ
ュアル 

診断と治
療社 

東京 2020 p69-71 

大月 道夫 8 内分泌疾患 

プロラクチノ
ーマ 

永井 良三 今日の診断指
針 第8版 

医学書院 東京 2020 p1154-11
55 

堀口和彦、山田
正信 

中枢性甲状腺
機能低下症 

西川光重 甲状腺疾患診
療マニュアル
改訂第3版 

診断と治
療社 

東京 2020 108-110 

松野彰 下垂体腺腫 永井良三 総編 今日の
診断指針第8
版 

医学書院 東京 2020 577-579 

井下 尚子 17, 下垂体 深山正久 外科病理学 
第5版 

文光堂 東京 2020 761－782 

西山充、岩崎泰
正 

プロラクチン
（PRL） 

大西宏明 臨床検査ガイ
ド 

文光堂 東京 2020 347-350 

西山充 下垂体の発生 深田修司 遺伝性甲状腺
疾患のすべて 

日本医事
新報社 

東京 2021 18-25 

西山充 TSHの合成と
分泌 

深田修司 遺伝性甲状腺
疾患のすべて 

日本医事
新報社 

東京 2021 31-38 

西山充 下垂体機能検
査 

深田修司 遺伝性甲状腺
疾患のすべて 

日本医事
新報社 

東京 2021 53-60 

椙村益久 尿崩症 福井次矢、
高木誠、小
室一成 

今日の治療指
針 私はこう
治療している
 2021年版 

医学書院 東京 2021 818-819 

 
                                                                                                 
      雑誌                                                     
 

  発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名   巻号  ページ  出版年 

Hagiwara R, Kageyama
 K, et al 

Involvement of histone
 deacetylase 1/2 in ad
renocorticotropic horm
one production and pro
liferation of corticot
roph tumor AtT-20 cell
s. 

Peptides 136 170441 2021 
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Kageyama K, et al Differential effects o
f -arrestin1 and -ar
restin2 on somatostati
n receptors in murine 
AtT-20 corticotroph tu
mor cells. 

Endocr J 68(2) 163-170 2021 

Takayasu S, Kageyama
 K, et al 

Presence of aberrant a
drenocorticotropic hor
mone precursors in two
 case of McCune–Albrig
ht syndrome. 

Endocr J 67(3) 353-359 2020 

Tamura I, Sugino N, 
et al 

Transcription factor C
/EBPβ induces genome-
wide H3K27ac and upreg
ulates gene expression
 during decidualizatio
n of human endometrial
 stromal cells. 

 

Mol Cell E
ndocrinol 

520 111085 2020 

Mihara Y, Sugino N, 
et al 

An integrated genomic 
approach identifies HO
XC8 as an upstream reg
ulator in ovarian endo
metrioma. 

J Clin End
ocrinol Me
tab 

105(12) 1-16 2020 

Tamura I, Sugino N, 
et al 

Wilms tumor 1 regulate
s lipid accumulation i
n human endometrial st
romal cells during dec
idualization. 

J Biol Che
m 

295 4673-4683 2020 

Tamura I, Sugino N, 
et al 

Importance of melatoni
n in assisted reproduc
tive technology and ov
arian aging. 

Int J Mol 
Sci 

21 1135 2020 

Marques P, et al, FI
PA Consortium (Matsu
no A, et al) 

Significant benefits o
f AIP testing and clin
ical screening in fami
lial isolated and youn
g-onset pituitary tumo
rs. 

J Clin End
ocrinol Me
tab 

105(6) e2247-60 2020 

Uraki S, Nishioka H,
 et al 

MSH6/2 and PD-L1 expre
ssions are associated 
with tumor growth and 
invasiveness in silent
 pituitary adenoma sub
types. 

Int J Mol 
Sci 

21(8) 2831 2020 

Horikawa R, et al The long-term safety a
nd effectiveness of gr
owth hormone treatment
 in Japanese children 
with short stature bor
n small for gestationa
l age. 

Clin Pedia
tr Endocri
nol 

29(4) 159-171 2020 



6 
 

Saeki T, Horikawa R,
 et al 

Signalling molecular r
ecognition nanocavitie
s with multiple functi
onal groups prepared b
y molecular imprinting
 and sequential post-i
mprinting modification
s for prostate cancer 
biomarker glycoprotein
 detection. 

J Mater Ch
em B 

8(35) 8(35) 2020 

Ando E, Horikawa R, 
et al 

Association between di
etary intake and serum
 biomarkers of long-ch
ain PUFA in Japanese p
reschool children. 

Public Hea
lth Nutr 

 1-11 2020 

Miyoshi Y, Horikawa 
R, et al 

A nationwide questionn
aire survey targeting 
Japanese pediatric end
ocrinologists regardin
g transitional care in
 childhood, adolescen
t, and young adult can
cer survivors. 

Clin Pedia
tr Endocri
nol 

29(2) 55-62 2020 

Horikawa R, et al Long-term efficacy and
 safety of two doses o
f Norditropin® (somatro
pin) in Noonan syndrom
e: a 4-year randomize
d, double-blind, multi
center trial in Japane
se patients. 

Endocr J 67(8) 803-818 2020 

Sävendahl L, Horikaw
a R, et al 

Once-Weekly Somapacita
n vs Daily GH in Child
ren with GH Deficienc
y: Results from a Rand
omized Phase 2 Trial. 

J Clin End
ocrinol Me
tab 

105(4) e1847-61 2020 

Akira Shimatsu, Akin
obu Nakamura, Yutaka
 Takahashi, Shingo F
ujio, Fumitoshi Sato
h, Shigeyuki Tahara,
 Hiroshi Nishioka, K
oji Takano, Miho Yam
ashita, Hiroshi Arim
a, Atsushi Tominaga,
 Shohei Tateishi, Yu
saku Matsushita 

Preoperative and long-
term efficacy and safe
ty of lanreotide autog
el in patients with th
yrotropin-secreting pi
tuitary adenoma: a mul
ticenter, single-arm, 
phase 3 study in Japa
n. 

Endocrine 
Journal 

  2021 

Online ah
ead of pr
int 
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Kentaro Suda, Hideno
ri Fukuoka, Genzo Ig
uchi, Keitaro Kanie,
 Yasunori Fujita, Yu
kiko Odake, Ryusaku 
Matsumoto, Hironori 
Bando, Hiroki Ito, M
ichiko Takahashi, Ka
zuo Chihara, Hiroshi
 Nagai, Satoshi Naru
mi, Tomonobu Hasegaw
a, Wataru Ogawa, Yut
aka Takahashi 

A Case of Luscan-Lumis
h Syndrome: Possible I
nvolvement of Enhanced
 GH Signaling. 

The Journa
l of Clini
cal Endocr
inology an
d Metaboli
sm 

106 718-723 2021 
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hara E, Rai T, Uchid
a S. 

Vasopressin Induces Ur
inary Uromodulin Secre
tion By Activating PKA
 (Protein Kinase A). 

Hypertensi
on. 

  In press 

Tao K, Awazu M, Hond
a M, Shibata H, Mori
 T, Uchida S, Hasega
wa T, Ishii T. 

An infant with congeni
tal nephrogenic diabet
es insipidus presentin
g with hypercalcemia a
nd hyperphosphatemia. 

Endocrinol
 Diabetes 
Metab Case
 Rep. 

  In press 

Makita N, Manaka K, 
Sato J, and Iiri T. 

V2 vasopressin recepto
r mutations. 

Horm. Vita
m. 

113 79-99 2020 

紙谷 史夏 
新居田 泰大 
池 茉美香 
西岡 祐一 
中島 拓紀 
桑田 博仁 
岡田 定規 
毛利 貴子 
榑松 由佳子 
石井 均 
高橋 裕 

胃切除後後期ダンピング
による意識消失に対して
少量ジアゾキシドが有効
であった1例 

糖尿病 64(1) 86-86 2021 

山本 雅昭 
廣田 勇士 
福満 隼人 
福岡 秀規 
高橋 裕 
小川 渉 

下垂体腺腫摘出術後に早
朝の血糖上昇が改善した
先端巨大症の1例 

糖尿病 64(1) 63-63 2021 

山本 雅昭 

高橋 裕 

【免疫・炎症疾患のすべ
て】免疫・炎症疾患各論/
内分泌疾患 下垂体炎、多
腺性自己免疫症候群(AP
S) 

日本医師会
雑誌 

149(特別2) S285-S28
7 

2020 

高橋 裕 疾患特異的iPS細胞を用
いた先天性下垂体形成不
全の病態解明 

成長科学協
会研究年報 

(43) 9-24 2020 

堀口和彦、山田正信 【難病研究の進歩】 内
分泌 下垂体機能異常 

生体の科学 71 409-410 2020 

西岡宏, 福原宏和 経蝶形骨洞手術 内分泌腺腫
瘍（第2版）
基礎・臨床
研究のアッ
プデート 

78 : 4 192-197 2020 

井下 尚子 腫瘍の鑑別に用いられる
抗体(各臓器別)17.内分泌 
a.下垂体 病理と臨床 

病理と臨床 第 3 8巻 臨
時増刊号 

198－203 2020 
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井下 尚子、西岡 宏、
山田 正三 

III．間脳･下垂体腫瘍 間
脳・下垂体腫瘍の病理 

日本臨牀  7 8  巻  増刊
号 

112-118 2020 

井下 尚子、山田 正
三 

Ⅳ. 臨床医のための神経
病理 再入門 「下垂体
腺腫」 

Clinical N
euroscienc
e 

38 1334-133
6 

2020 

井下 尚子、小松 明
子、野中 敬介、新井
 冨生 

解剖例に見る下垂体の病
理学的変化 

糖尿病・内
分泌代謝科 

第51巻第6号 422-428 2020 

井下 尚子、西岡 宏、
山田 正三 

臨床病理検体に見る下垂
体疾患 

糖尿病・内
分泌代謝科 

第51巻第6号 429-433 2020 

萩原 莉恵、蔭山 和則、
佐藤 江里、髙安 忍、
田辺 壽太郎、照井 健、
大門 眞 

エストラジオール製剤内
服中による高コルチゾー
ル血症とCBGへの影響 

日本内分泌
学会雑誌 

96 188-189 2020 

萩原 莉恵、蔭山 和則、
他 

エストラジオール製剤内
服中による高コルチゾー
ル血症とCBGへの影響 

日本内分泌
学会雑誌 

96 188-189 2020 

井野元 智恵、他 臨床医のための神経病理
再入門 下垂体細胞腫（p
ituicytoma） 

Clinical N
euroscienc
e 

38（10） 1201-1203 2020 

井野元 智恵 下垂体細胞の分化と腫瘍
発生機構 

内分泌腫瘍 第2版 

日本臨床 78(4) 101-106 2020 

杉野法広 薄い子宮内膜に対する対
応  

産科と婦人
科 

87 1276-1284 2020 

田原重志 神経内視鏡でどこまで見

える？ D.疾患-傍鞍部

腫瘍 下垂体腺腫.  

CLINICAL
 NEUROS
CIENCE 

38 459-462 2020 

田原重志 私の治療 下垂体腫瘍.  週間日本医
事新報 

5012 39-40 2020 

田原重志 III 間脳・下垂体腫瘍 7.

視床下部・下垂体腫瘍の

臨床研究の現状と展望.  

日 本 臨 床
（増刊号）
内分泌腺腫
瘍（第2版） 

78 237-243 2020 

萩原大輔、有馬寛 抗利尿ホルモン不適切分
泌症候群（SIADH）  

救急・集中
治療 ER・I
CUでの薬の
使い方・考
え方－エキ
スパートが
実践する秘
訣（コツ）－
2021-22’ 

32(3) 833-837 2020 

萩原大輔、有馬寛 特集：夜間頻尿と睡眠障
害 夜間頻尿に対する薬
物療法（治療後のQOL・メ
リットを含む）内科の立
場から（多尿・夜間頻尿） 

PROGRESS I
N MEDICINE 

40(12) 1297-1301 2020 
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藤沢治樹、椙村益久 尿崩症診断におけるcope
ptinの意義  

糖尿病・内
分泌代謝科 

51(6) 473-476 2020 

藤沢治樹、椙村益久 高ナトリウム血症と内分
泌疾患  内分泌疾患と電
解質異常 

日本内科学
会雑誌 

109(4) 712-717 2020 

藤沢治樹、椙村益久 低ナトリウム血症  内分
泌疾患に関連する緊急症
への対応－最近の進歩 

糖尿病・内
分泌代謝科 

第50巻第4号 266-269 2020 

岩間信太郎、有馬寛 特集：内分泌疾患と電解
質異常：低ナトリウム血
症と内分泌疾患 

日本内科学
会雑誌 

109(4) 705-711 2020 

小林朋子、岩間信太
郎、有馬寛 

免疫チェックポイント阻
害薬による内分泌障害 

臨床消化器
内科 

35(5) 506-510 2020 

岩間信太郎、有馬寛 下垂体の免疫関連有害事
象 

医学のあゆ
み 

276(8) 782-785 2021 

西山充 副腎皮質刺激ホルモン（A
CTH） 

検査値を読
む2020 

125(4) 978 2020 

西山充 プロラクチン（乳汁分泌
ホルモン） 

検査値を読
む2020 

125(4) 979 2020 

西山充 バソプレシン（抗利尿ホ
ルモン） 

検査値を読
む2020 

125(4) 980 2020 

西山充、岩崎泰正 非機能性下垂体腺腫 内分泌腫瘍
 第2版 
日本臨床 

78(4) 140-145 2020 

安藤 史顕、内田 信一 先天性腎性尿崩症の治療
薬開発の現状 

日本腎臓学
会誌 

62 798-802 2020 

 
 
 
 


